
　　　　

2025 年 2 月 1 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 ①楽しくすごす　②多くの経験をする　③成功体験（スモールステップ）　様々な経験を通して利用者、保護者、職員全員が笑顔で日々を過ごす

事業所名 そら 作成日支援プログラム

・季節、伝統行事の体験を通して季節を認知できるようにする
・問題行動の予防及び適切な行動へ繋がるための支援を実施する
・自立活動を通して数、色、大きさ、重さなどの違いを習得できるようにする

・語彙が増えるように、たくさん話しかける
・自立活動の一環で読み、書きを行う
・絵カードやサイン等を活用し、言語以外でも意思疎通が行えるようになる

・信頼し合える関係を構築する
・公共の場で安全安心に過ごせるよう、外出活動を多く経験する
・社会通念上のルールを守れるよう支援する

支援方針

①共に楽しむ　②一人ひとりに寄り添い、個々に合わせたきめ細かい支援　③社会との関りを持つ（外食体験、買い物体験、博物館等の利用、公共交通機関の利用など）
④体を動かす　⑤安全第一

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・花見（ピクニック）・防災体験・買い物体験・外食体験・公共施設利用・公共交通機関の利用・七夕会・プール・お月見会・ハロウィン・クリスマス会・初詣・節分

家族支援

・本人の障害特性や困りごとなどを共有する
・兄弟の学校行事等があれば、保護者が出席できるように配慮する
・保護者参加イベントの開催（クリスマス会）

移行支援

・外食体験、買い物体験、公共施設利用、公共交通機関の利用
・学校との情報共有
・担当者会議の開催・出席

地域支援・地域連携

・自立支援協議会（子ども部会）への参加
・関係する相談支援事業及び各施設との情報共有 職員の質の向上

・勉強会、訓練の実施
・動画研修の導入
・資格取得援助

支　援　内　容

・健康増進のために外遊びの機会を多くつくり、体を動かす
・個々の発達段階に応じて、日常生活の基本的スキル（手洗い、排泄、食事など）の獲得を目指す
・障害特性に配慮し、本人がスケジュールや時間などを把握しやすいように構造化する

・外遊びを通して運動機能の向上を目指す
・感覚や認知の特性に配慮し、集中して取り組める環境設定を行う

本
人
支
援


